
今後の展開
災害時に安心して避難できるよう平時か

らの顔の見える関係づくりを目指し校区

交流会議の取り組みを検討していきま

す。

「避難所×地図の活用×歩く」

を基にこれまでのMAPも活用

し、今年は自分自身の避難場所

を知ってもらえるような企画を

行いました。

災害時の避難経路を意識できる

ようなポイントラリーとウオー

キング講習・じゃんけん大会を

実施し地域の交流のきっかけと

なるような実践プログラムを開

催しました。

苦労したこと・工夫したこと
災害時の避難経路を想定し自宅出発でポイントを回り

小学校に集合する形でのポイントラリーは参加人数の

把握などが難しく不安もありましたがスタッフ配置・

周知など、町会・自治会などに協力頂きながら実現す

ることができました。

成果

イベントを通して、住民同士の交流ができ、顔の

見える関係構築を図りました。また、自分はどこ

に避難すればよいのか考えてもらうことで、防災

意識を高めることができました。
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自宅から伏山台小学校に向かってのスタンプラリー

伏山台校区交流会議
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